
第８５回 新宿区景観まちづくり審議会
【報告３】（仮称）東京医科大学新宿キャンパス総合棟新築工事

学校法人 東京医科大学





①東京医大通り

高層マンションがちらほら
建っているが、道は開けてい
る。

⑤ヨークフーズ・富久クロス沿い

細い道で買い物帰りの人や車
が多くみられる。
緑も植わっている。

⑨住宅街

閑静な住宅街が続いている。
車両進入禁止の区間がある。

⑬東京医科大学 南東側

コンビニやスーパーマーケッ
トなど、家族連れや大学生が
利用する店が見えてくる。
人通りも多い。
⑰住宅街

⑯に続いて、静かな住宅街が
続く。

②富久クロスコンフォートタワー周辺

⑥区立富久さくら公園

⑩住宅街

⑭東京医科大学 南側

⑱東京電力周辺

③靖国通り

⑦住宅街

⑪東京医科大学中央校舎

⑮東京医科大学 南西側

⑲靖国通り

④靖国通り

⑧住宅街

⑫東京医科大学 東側

⑯住宅街

⑳靖国通り

緑も豊かで家族連れがたくさ
ん歩いていた。

緑地豊かで、子供も多い。

この先には区立新宿中学校や
区立天神小学校、新宿文化セ
ンターなどがあり、スクール
ゾーンとなっている道もある。

大学の南東角には居酒屋やカ
フェがあるが、そこから先に
行った南側はマンションやビ
ルが多い。

ドコモや東京電力パワーグ
リッド、ヨドバシデータサー
ビスなどの大きなビルが現れ
る。

対岸にはマンションやオフィ
スビルが見える。靖国通りは
道路幅が広いが、調査時は車
の通りは多くなかった。

細い道沿いにみっちりと住宅
がある。緑は多くない。

人通りが少なく、閑静な住宅
街の中に中央校舎が現れる。
敷地の通り抜けはできない。

大学に植えてある高木が見える。
学生が利用しそうなレストランや
コンビニのほか、ホテルや温泉旅
館、塾やこども園など観光客やこ
どものための施設が複数みられる。

通りの対岸には大きいオフィ
スビルが多い。

交差点周辺には店舗も少なく
ない。
街路樹が植えられている。

⑦と同じく、信号のない細い
道が続く。

また住宅街が現れる。
大学敷地周辺は細い道に囲ま
れている。

閑静な住宅街。
遠くに歌舞伎町タワーが見え
る。

新宿御苑駅方面には、ところ
どころ公園や飲食店など、滞
留が可能な場所が多い。

⑥

■ 案内図 ■ 周辺現調写真

ルート地図 住所：東京都新宿区新宿6丁目1番1号




⑥
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新宿区都市マスタープラン

■ 上位計画の整理

新宿区景観まちづくり計画

出典：新宿区景観まちづくり計画

景観形成ガイドライン：西向天神社エリア
寺社の雰囲気と調和した落ち着きと商店街の賑わいのまちなみへ
➢景観形成の方針
・寺社の雰囲気と調和した台地上の落ち着いた住宅街の景観をつくる

景観資源である西向天神社や法善寺などの雰囲気と調和した
落ち着きある住宅地の景観を作る。

・斜面上からと斜面下からの眺めに配慮する
西向天神社などの台地上からの眺めや、
医大通り商店街等の坂道からの眺めに配慮した景観形成を図る

・商店街の賑わいあふれる景観をつくる
医大通り商店会やまねき通り商店会は、
周辺居住者の日常生活を支える商店街として、
歩く人に快適な賑わい空間を作る。

➢都市計画に関する基本的な方針：創造交流地区

新宿駅周辺は、日本の国際競争力の強化・
活力創出を牽引し、東京の発展を先導してい
く拠点の形成をめざし、商業・娯楽・業務・
滞在・宿泊機能と、充実した居住・公園機能
が近接して集積する、多様性をもつまちの賑
わいの創出を図ります。
さらに、みどり豊かなアメニティの中心と

して、回遊性の高い観光・交流拠点として、
魅力の向上を図ります。

➢要素別景観形成の方針
形態意匠：景観の中で建築物が果たす役割に配慮する
設備等修景：設備等は建築物の一部として計画・設計する
みどり：地形の特徴を活かしたみどりの創出

➢夜間景観形成の方針
地域の個性を生かした夜間景観をつくる

➢公共空間の景観形成の方針
誰もが使いやすい公共空間をつくる

➢区分地区の景観形成基準：一般地区

■建築物高さ＞６０ｍ又は延べ面積＞30000㎡の場合
出典：景観形成ガイドラインp.150-151

出典：新宿区まちづくり長期計画 都市マスタープラン



【既存配置図】

高層部分

■ 東京医科大学 校舎建設計画の概要

■今回の新築計画は、教育内容の変化や充実により、学生や先生方一人当たりのスペースは拡大していますが、もともとあった機能か
ら増えたところはなく、現状の機能を新しく建て替える計画です。

■記念会館を解体し、現状のグラウンドと合わせて、まとまった建設地を確保し、総合棟を１期に建設します。
その後、既存校舎から総合棟や既存の基礎新館、第一看護学校に引越し、既存校舎を解体後、部室棟を建設します。建物完成後、植

栽や道路をセットバックし、歩道状に整備を行います。

■南側道路からセットバックした建物配置とし、隣接する建物と壁面ラインを揃え、医大通り側からの広がりを大事にしました。

■南側に高層棟をなるべく寄せて配置し、なるべく日影の影響を抑える事を考えました。また、既存校舎が日影規制が出来る以前の建
物であり、日影が不適格の状態だったので、今回の計画で既存不適格という状況が改善されます。

■歴史と伝統のシンボルである「第一校舎」を改修し、歴史資料館を計画しています。これまで、歴史と伝統のある第一校舎はキャ
ンパス内の中央に位置し、既存建物に囲まれて、その姿が周辺から見える事はありませんでしたが、今回、敷地の北側に空地を確保
する事で、周辺地域からも第一校舎を見ることができるようになります。

■南側道路と北側道路の一部、東側道路をセットバックし、歩行空間を確保します。

セットバック→歩道状に整備【完成後配置図（予定）】

新設建物をセットバック
→隣接建物と壁面ラインをそろえる
→日影の影響を抑える

1916（大正5）年9月に東京医学講習所が設立され、続いて
1918（大正7）年4月に東京医学専門学校の設立が認可され
た。1920（大正9）年4月に無試験認定校に指定されるなど、
1920年までに東京医学専門学校の教育施設や制度が次第に
整備されていったこれ以降も、東京医学専門学校は、教育研
究施設の拡充を進めていく。1920（大正9）年には木造2階
建ての校舎が落成、1924（大正13）年8月には博済病院本館
が完成し、東大久保（現・新宿キャンパス）に研究及び臨床
施設が整備されたのである。ところが、1928（昭和3）年3
月、附属博済病院からの出火により病院と教室が失われた。
火災からの復興を象徴する建物が基礎医学校舎（現・第一校
舎）であり、1929（昭和4）年10月に落成し、翌月には創立
10周年記念式典が開催された。
（ホームページより抜粋）

第一校舎外観と1933（昭和8）年頃の校舎

芝生広場

部室棟
２



■ スケジュール

工事開始：2027年４月予定
工事完了：2031年12月予定

（１）総合棟新築計画

用途  ：教室、研究室、図書館、体育館、事務室など
延床面積 ：約20,013㎡

 建築面積 ：約2,974㎡（ゲート庇・駐輪場屋根・備蓄倉庫含む）
 高さ  ：50.85m（絶対高さ制限の認定）
 階数  ：地上10階（地下無し）

構造  ：鉄骨造

（２）部室棟新築計画

用途  ：部室
延床面積 ：約1,022㎡

 建築面積 ：約541㎡
 高さ  ： 6.30m
 階数  ：地上1階、地下１階

構造  ：地下鉄筋コンクリート造、鉄骨造

※数字は確認申請審査により、変更の可能性があります



地点１ 地点２

地点３ 地点４

地点５ 地点６

地点７

新宿御苑の眺望の保全に関する景観形成ガイドラインに基づき、７つの眺望点からの東京医科大学総合棟の見え方を３Dモデルを用いて検討した。

検討の結果、
視点場1-7の内いずれの場所からも
東京医科大学総合棟（赤色）は手前のビル群,
もしくは樹木に隠れ見えないことが明らかとなった。

（赤線：建物概形）

■ 新宿御苑 景観検討

新宿御苑

東京医科大学

１

2

3

4

56

7



明治神宮聖徳記念絵画館の眺望の保全に関する景観形成ガイドラインに基づき、眺望点(35°40’18.0”N139°43’15.0”E)
からの東京医科大学総合棟の見え方を３Dモデルを用いて検討した。

検討の結果：
今計画の建築物（赤印）の各部分の高さはB地域の基準以下であり、
シュミレーションを行っても視認できない。

西向天神社エリアの景観形成ガイドラインに基づき、西向天神社境内からの東京医科大学総合棟の見え方を３Dモデルを用いて検討した。

検討の結果、境内から東京医科大学総合棟（赤色）は手前の建物に隠れ見えないことが明らかとなった。

■ 西向天神社 景観検討

■ 絵画館 景観検討

東京医科大学

絵画館

眺望点

東京医科大学

眺望点

・計画地
「明治神宮聖徳記念絵画館眺望の保全に関する景観誘導区域B地区」
・建築物の高さ

B地区の基準以下



■ 配置図 ■ 断面構成図

断面イメージ ノンスケール

アリーナ

教室

共有部・事務

教室

図書室

教室

管理・機械室・電気室

研究室
研究室

研究室
研究室
研究室

教室

北側南側（医大通り）

（１）総合棟新築計画

用途：教室、研究室、図書館、体育館、事務室など
延床面積：約20,013㎡

 建築面積：約2,974㎡
（庇ゲート・駐輪場屋根・備蓄倉庫含む）

敷地境界から２ｍを歩道状に整備

8m道路幅員を確保するよう歩道状に整備

（２）部室棟新築計画

用途：部室
延床面積：約1,022㎡

 建築面積：約541㎡

高さ：50.85m
階数：地上10階（地下無し）
構造：鉄骨造

高さ：6.30m
階数：地上1階、地下１階
構造：地下鉄筋コンクリート造、鉄骨造

断面イメージ ノンスケール

東側西側

運動場 運動場

道場 道場 部室

男子更衣室 女子更衣室 階段室 玄関ホール

芝生広場

※数字は確認申請審査により、変更の可能性があります



■ 立面図

外壁：ECP＋塗装
（N8.7）

アルミガラリ（N4.5)

外壁：ECP+塗装(N4.5)

ダクト目隠し壁：
アルミパネル+塗装

(N8.7)

外壁：ECP＋塗装
（N8.7）

柱：ECP+塗装
(N8.7)

ルーバーピッチ開口率50％
アルミルーバー（N8）

外壁：ECP＋塗装
（N2 5YR9/0.5）

外壁：PC+塗装
(N2 5YR9/0.5)

アルミルーバーF-BE（N8）

外壁：ECP+塗装(N4.5)

ダクト目隠し壁：
アルミパネル+塗装

(N2 5YR9/0.5)

アルミルーバー(N8)
外壁：

アルミパネル+塗装
(N4.5)

アルミ庇(N8)

外壁：PC+塗装
(N2 5YR9/0.5)

ダクト目隠し壁：
アルミパネル+塗装

(N2 5YR9/0.5)

柱：ECP+塗装
(N2 5YR9/0.5)

南立面図 北立面図

東立面図 西立面図
アルミカーテンウォールAC

アルミ製木t2.0曲加工F-BE（N8）

アルミルーバー(N8)

EPC DP-A(N4.5,N2.5YR9/0.5)

アルミパネルt2.0F-BE
（N8.7）

備考
PC：プレキャストコンクリート
ECP:押出形成セメント板
DP-A：フッ素樹脂塗装（コンクリート面及びECP面）
F-BE：フッ素樹脂エナメル焼付塗装



■ 外観コンセプト ■ サイン計画と照明計画

総合棟（新築）部室棟（新築）部室棟２（既存） 第一校舎（既存）

第一看護学科棟（既存） 基礎新館（既存） 庇・ゲート

外観
南側の各階にコミュニティラウンジを設けます。学生や研究者たちの活動する

様子が見える事で、医大通り側への賑わいを創出します。
南北を貫通するキャンパスストリートに沿って、1・2階はガラスを使用した開放
的なデザインとします。
研究所用途のため、壁面には設備ダクトが展開されるが、設備ダクトは目隠し壁
で隠しています。住宅街の中にあっても、違和感がないように調和を図っていき
ます。

色彩
敷地内には残る第一校舎等、既存建物、西新宿にある病院のイメージと合わせ

た、白をベースとした色彩とます。医大通り側の壁面の白は、町並みに馴染むよ
う、やや明度を落とす配慮をします。

歴史と伝統
複数の既存建物とのまとまりを持たせ、歩行者を迎えるゲートを計画していま

す。形状は検討中です。地域の皆様から親しまれた既存の校門を保存し、この
ゲート部分に移設するなど、歴史と伝統を残しつつも、新しいデザインが融合し
たイメージを持たせます。

サイン計画
大学名称を規定サイズの範囲で設置します。

照明計画
各階統一された色温度の光を想定しています。

また、イベント時を限定して照明により、東京医科大学のスクールカラーである赤が
見えてくるような仕掛けも検討中です。

断面図

平面詳細図

目隠し壁

目隠し壁

設備ダクトは目隠し壁で隠し、住宅街の
中にあっても、違和感が無いように調和
を図っていく。

〈常時〉日中イメージ 夜間イメージ 〈イベント時のみ〉夜間イメージ



■ 近景イメージ

【視点3】

【視点1】

【視点2】

高低差2ｍの壁を高圧洗浄等により、汚れを目立たせないように検討。フェンス越しに明るい緑地が見える。

敷地境界から２ｍセットバックし歩道状に整備する。塀を解体し、明るく開けた空間とする。芝生広場（ミニグラウンド）に対して視
線を遮らないフェンス（高さ3ｍ程度、アルミ色を想定）を設置。周辺敷地から第一校舎が見える。

高低差1.3ｍを階段と植栽でオープンにつくる。現状は電柱があり歩道がないが、敷地境界から2ｍセットバックし安全な歩道を整備する。

（現状）

【視点1】

（現状）

【視点2】

（現状）

【視点3】

敷地高低差+1.3ｍ

敷地高低差
ほぼ無し

敷地高低差
ほぼ無し

敷地高低差
+2ｍ

総合棟

芝生広場

部室棟1

第一校舎



広域地図（対象地周辺）

新宿御苑

新宿中央公園

戸山公園

西向天神社

西光庵

東京医科大学

〈敷地周辺の現状〉

新宿御苑・戸山公園・新宿中央公園など、周辺にまとまりある緑が点在

西向天神社・西光庵など、寺社の緑が地域の基調を形成

〈計画方針〉

周辺緑地との連続性を意識し、地域の緑のネットワークの一部として機能

西向天神社にみられる常緑広葉樹林（カシ類中心）を踏襲

シラカシ等のカシ類を骨格とした植栽とすることで
周辺景観との調和＋緑の連続性の確保を図る

西向天神社

西光庵

東京医科大学

中域地図（対象地周辺）

■ 緑化計画 ‒地域環境との関係



■ ランドスケープの考え方

D1.部室棟東側エリア

C1.空地北側エリア

D2.部室棟南側エリア

C2.空地南側エリア

A.南側エントランスエリア B.東側歩道沿いエリア

部室棟の出入口および北側敷地入口に隣接する
緑地であり、学生の滞留空間として計画する。
学生が快適に過ごせるとともに見通しの良い空
間となるよう、落葉樹を主体とした植栽構成と
する。また、北側歩道沿いの景観の連続性にも
配慮する。
●明るい空間をつくる：ｴｺﾞﾉｷ、ｺﾅﾗ、ﾔﾏﾎﾞｳｼ
・常緑樹：ｼﾗｶｼ、ｿﾖｺﾞ、ﾋｻｶｷ、ﾏﾃﾊﾞｼｲ、ｱﾗｶｼ、ｷ
ﾝﾓｸｾｲ
・落葉樹：ｺﾅﾗ、ｴｺﾞﾉｷ、ｻﾄｻﾞｸﾗ、ｲﾇｼﾃﾞ、ｿﾒｲﾖｼﾉ、
ｶﾂﾗ

部室棟から第一看護学科棟を結ぶ通り沿いに位置し、
学生の滞留空間として利用される緑地である。その
ため、学生が快適に過ごせるとともに見通しの良い
空間となるよう、植生構造を計画する。また、日照
時間が比較的短い環境であることから、耐陰性に配
慮した樹種選定を行なう。
●ｲﾇｼﾃﾞ、ｶｴﾃﾞ類（ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ、ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ）
・常緑樹：ｱﾗｶｼ、ﾏﾃﾊﾞｼｲ、ﾓｯｺｸ、ﾕｽﾞﾘﾊ、ｿﾖｺﾞ
・落葉樹：ｶﾂﾗ、ｲﾇｼﾃﾞ、ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ、ｱｵﾀﾞﾓ、ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ

大学のﾒｲﾝｴﾝﾄﾗﾝｽとして顔となる緑地であり、ﾍﾞｰ
ｽの樹木を基盤としながらも彩りを感じられる植
栽とする。また、既存樹の保存活用を行うｴﾘｱ。

●既存樹木：ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞとｼｲﾉｷ
●ﾒｲﾝの彩り：ｻｸﾗ類

（ｵｵｼﾏｻﾞｸﾗ、ｿﾒｲﾖｼﾉ、ｻﾄｻﾞｸﾗ）
・常緑樹：ｼﾗｶｼ、ﾏﾃﾊﾞｼｲ、ﾀﾌﾞﾉｷ、ｱﾗｶｼ、ｽﾀﾞｼﾞｲ
・落葉樹：ｸﾇｷﾞ, ｺﾅﾗ, ｵｵｼﾏｻﾞｸﾗ, ｿﾒｲﾖｼﾉ, ｻﾄｻﾞｸﾗ, 

ｴｺﾞﾉｷ, ｺﾌﾞｼ

新しくまちに開かれる歩道沿いであり、豊かな緑
量をつくり、歩きながら季節の変化を感じられる
植栽を目指す。
また、周辺緑地との樹種の連続性をより意識する。
●季節の変化：ｱｼﾞｻｲ、ｺﾃﾞﾏﾘ､ｱｶﾞﾊﾟﾝｻｽ､ｼﾗﾝ等
●周辺との連続性：ﾏﾃﾊﾞｼｲ､ｱﾗｶｼ､ｽﾀﾞｼﾞｲ
・常緑樹：ﾏﾃﾊﾞｼｲ､ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ､ｱﾗｶｼ､ｷﾝﾓｸｾｲ
・落葉樹：ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ､ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ､ｱｵﾀﾞﾓ､ｲﾇｼﾃﾞ

日照時間が比較的短いｴﾘｱになるため、耐陰性に
配慮した樹種選定を行う。
●ｽﾀﾞｼﾞｲ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ、ﾕｽﾞﾘﾊ
・常緑樹：ｽﾀﾞｼﾞｲ、ﾓｯｺｸ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ、ﾕｽﾞﾘﾊ、ﾋｻｶｷ
・落葉樹：ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ、ｶﾂﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｿﾒｲﾖｼﾉ

日照時間が比較的長いエリアになるため、日照条
件に強く北側の住宅地からも楽しめる樹種選定を
行う。
●ｿﾒｲﾖｼﾉ、ｻﾄｻﾞｸﾗ、ｷﾝﾓｸｾｲ
・常緑樹：ｼﾗｶｼ、ﾏﾃﾊﾞｼｲ、ｱﾗｶｼ
・落葉樹：ｺﾅﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｿﾒｲﾖｼﾉ、ｸﾇｷﾞ、ｻﾄｻﾞｸﾗ、

ｲﾛﾊﾓﾐｼﾞ、ｴｺﾞﾉｷ、ﾊｸﾓｸﾚﾝ

■各エリアについて
植栽の基本計画に基づき、
ゾーニングごとに日照環境（耐陰性・陽樹性）と利用特性（ひろば、動線沿い等）を整理し、
それぞれの場所に適した樹種を選定する。
これにより、植栽が単なる景観要素にとどまらず、利用環境を支える機能として働く計画とする。
キャンパス全体においては視線の焦点や動線の結節点にアクセントとなる樹木を点在させることで、
季節の変化を感じられるとともに、回遊性や空間認識を高める構成とする。

歴史ある建築の全面に位置し、既存の植栽も保存されることから
既存植物との連続性を意識した植栽を選定する。

■緑化において目指すもの
●都市にありながら緑に包まれた環境で学びが育まれるキャンパスの創出
・キャンパス全体を外周部のみどりにより包み込まれる構成とする
・敷地内においてもみどりがそれぞれの建物を包むような構成とする

●人の活動を支える豊かな緑により、安心して過ごせる環境の形成
・大小の滞留空間のそれぞれにおいて豊かな緑とともに過ごせる場を計画

●四季の変化や木陰を取り入れ、学び・研究を支える穏やかな環境の創出

■植栽計画の基本構成
●骨格となる植栽
・常緑樹＋落葉樹の混交林を基本とし、安定した緑量の確保＋四季の変化の創出を図る

常緑樹：シラカシ・ウバメガシ・マテバイシ・スダシイ・ユズリハ等
落葉樹：コナラ・クヌギ・イヌシデ・ミズキ等

●アクセントとなる植栽
・外周部（まちに開くエリア（北側・東側））

まちなみからも季節の変化を感じられる景観形成  →イロハモミジ・サクラ・サルスベリ等の植栽
・キャンパス内部

動線の結節点や視線の焦点に景観の変化と季節感を感じられるアクセントとなる樹⽊を配置
→サクラ・コブシ・モクレン・ハナミズキ・イロハモミジ等の植栽

・全体を通して、五感へアプローチする⾹りが楽しめる樹種も植栽していく
●植栽の階層構造
・⾼⽊・中⽊・低⽊・草本により階層構造を基本とすることで奥⾏ある豊かな緑地環境を形成
・ひろば的空間や滞留空間周りについては、⽊陰の創出や⾒通しの良さを感じられる構造とし、
落葉樹を主体とした構成とする

A

B
C1

C2

D1

D2

D C

B



■ ランドスケープの考え方

総合棟（新設）

部室棟（新設）

部室棟２
（既存）

第一校舎
（既存）

基礎新館
（既存）

第一看護学科棟
（既存）

■植栽平面図

D

C

B

〇 既存樹木ヒマラヤスギ・ヒノキ・エゴノキ・イチョウ・マテバシイ等

〇 新規計画樹木等

芝生広場

A：南側エントランスエリアの断面イメージ

B：東側歩道沿いエリアの断面イメージ

C：空地北側エリアの断面イメージ

D：部室棟東側・南側エリア



■ ランドスケープの考え方
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